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(54)【発明の名称】 電子内視鏡装置用プロセッサ

(57)【要約】
【課題】  内視鏡観察時に検出される観察部位の振動波
形が一定でなくても、振動する観察部位の滑らかなスロ
ー再生画像を撮像することができる、電子内視鏡装置用
プロセッサを提供すること。
【解決手段】  電子内視鏡装置用プロセッサは、発光手
段と、観察部位の振動波形を検出する検出手段と、所定
の画像再生情報に対応し、かつ検出手段によって検出さ
れる振動波形の変化に応じて変化するディレイ量を算出
し、該ディレイ量に基づいて決定される所定の発光指示
タイミングで垂直同期信号送信の一周期内に一回、発光
指示信号を送信することにより発光手段の発光制御を行
う制御手段と、を有する構成にした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  発光手段と、
観察部位の振動波形を検出する検出手段と、
所定の画像再生情報に対応し、かつ前記検出手段によっ
て検出される前記振動波形の変化に応じて変化するディ
レイ量を算出し、該ディレイ量に基づいて決定される所
定の発光指示タイミングで垂直同期信号送信の一周期内
に一回、発光指示信号を送信することにより前記発光手
段の発光制御を行う制御手段と、を有することを特徴と
する電子内視鏡装置用プロセッサ。
【請求項２】  請求項１に記載の電子内視鏡装置用プロ
セッサにおいて、前記制御手段は、
前記検出手段によって検出される前記振動波形における
所定の位相を基準とした一波長に対応する振動周期を計
測する計測手段と、
前記計測手段によって計測された前記振動周期と所定の
画像再生情報とに基づいて前記ディレイ量を算出する算
出手段と、
垂直同期信号送信直後の前記振動波形における所定の位
相検出時から前記ディレイ量経過した時を、前記所定の
発光指示タイミングと決定するタイミング決定手段と、
前記所定の発光指示タイミングに対応して発光指示信号
を前記発光手段に送信する送信手段と、を有することを
特徴とする電子内視鏡装置用プロセッサ。
【請求項３】  請求項２に記載の電子内視鏡装置用プロ
セッサにおいて、
前記算出手段がディレイ量を算出するために用いる前記
振動周期は、垂直同期信号送信直後の前記振動波形にお
ける所定の位相検出時の直前の一波長に対応する振動周
期であること、を特徴とする電子内視鏡装置用プロセッ
サ。
【請求項４】  請求項２または請求項３に記載の電子内
視鏡装置用プロセッサにおいて、
所定の画像再生情報とは、前記振動波形における一波長
分の徐々に位相のずれた画像を撮像して再生する時間で
あること、を特徴とする電子内視鏡装置用プロセッサ。
【請求項５】  請求項４に記載の電子内視鏡装置用プロ
セッサにおいて、
前記ディレイ量をΔＴとすると、ディレイ量ΔＴは、
ΔＴ＝Ｔ

ｐｒｅ
×（Ｔｍ／Ｔｓ）×ｋ

で算出されることを特徴とする電子内視鏡装置用プロセ
ッサ。但し、Ｔ

ｐｒｅ
は、前記計測手段によって計測さ

れた前記振動周期、
ｋは、所定の発光から数えたストロボ発光回数、
Ｔｍは、垂直同期信号送信の一周期、
Ｔｓは、前記観察部位の振動一波長分の徐々に位相のず
れた画像を撮像して再生する時間、をそれぞれ示す。
【請求項６】  請求項１から請求項５のいずれかに記載
の電子内視鏡装置用プロセッサは、さらに、
前記所定の画像再生情報を設定する設定手段を有するこ
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と、を特徴とする電子内視鏡装置用プロセッサ。
【請求項７】  請求項１から請求項６のいずれかに記載
の電子内視鏡装置用プロセッサにおいて、
前記発光手段は、ストロボ光を発光するストロボ光源を
備えることを特徴とする電子内視鏡装置用プロセッサ。
【請求項８】  請求項１から請求項７のいずれかに記載
の電子内視鏡装置用プロセッサにおいて、
前記観察部位は、高速で振動する声帯であること、を特
徴とする電子内視鏡装置用プロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、体腔内の部位を
観察するために使用される電子内視鏡装置に使用される
プロセッサであって、特に周期性をもって振動する観察
部位を観察等するための電子内視鏡装置用プロセッサに
関する。
【０００２】
【従来の技術】従来の電子内視鏡装置を用いて、周期性
をもって振動する観察部位、たとえば連続発声している
ときの声帯を観察等する場合、まずプロセッサに接続さ
れた骨伝導性マイクを被検者の喉に医療用テープ等で固
定する。また、該プロセッサに接続されたスコープを体
腔内に挿入する。そして、該マイクによって検出される
声帯の振動波形の所定の位相に対応するタイミングでプ
ロセッサの光源部から発光させたストロボ光を、スコー
プを介して観察部位に照明することにより撮像が行われ
る。撮像された画像は、プロセッサの画像処理部で所定
の画像処理を施された後、モニタ等の表示手段に出力さ
れる。ストロボ光の発光タイミングの位相を振動波形の
所定の位相から所定量ずつ徐々にずらしつつ、上記撮像
動作を繰り返すことにより、術者は、高速で振動してい
る観察部位であっても、スロー再生画像として観察する
ことができる。
【０００３】ここで被検者は、内視鏡処置中、常に所定
の音を連続発声していることを要求される。しかし、被
検者は同一レベルの音を発声していると思っても、厳密
には同一レベルの音を発声しつづけることはありえず、
振動波形が常に一定であるとは限らない。特に、上記要
求は、疾患によって体力が低下している被検者には、か
なりの負担を強いることになる。このため従来の電子内
視鏡装置では、たとえ上記のように発光タイミングの位
相を所定量ずつ徐々にずらしたとしても、振動波形の波
長が前回発光時の波長と異なるため、いわゆるフレーム
落ち現象等が発生してしまい、滑らかなスロー再生画像
を撮像できないおそれがある。
【０００４】内視鏡観察が行われる観察部位は、上記の
ような声帯だけとは限らない。つまり、他のさまざまな
部位を内視鏡観察する場合であっても、振動波形が一定
にはならず、滑らかなスロー再生画像の観察ができず効
率の良い内視鏡観察が実現できないという問題がある。
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【０００５】
【発明が解決しようとする課題】そこで本発明は上記の
事情に鑑み、内視鏡観察時に検出される観察部位の振動
波形が一定でなくても、振動する観察部位の滑らかなス
ロー再生画像を撮像することができる、電子内視鏡装置
用プロセッサを提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】このため、請求項１に記
載の電子内視鏡装置用プロセッサは、発光手段と、観察
部位の振動波形を検出する検出手段と、所定の画像再生
情報に対応し、かつ検出手段によって検出される振動波
形の変化に応じて変化するディレイ量を算出し、該ディ
レイ量に基づいて決定される所定の発光指示タイミング
で垂直同期信号送信の一周期内に一回、発光指示信号を
送信することにより発光手段の発光制御を行う制御手段
と、を有することを特徴とする。
【０００７】上記の構成によれば、検出される観察部位
の振動波形が一定でなくても、該振動波形の変化に対応
して算出されるディレイ量を用いて発光タイミングを決
定することにより、振動する観察部位の滑らかなスロー
再生画像を撮像することができる。このプロセッサを使
えば、被検者の負担を軽減し、また術者も効率の良い内
視鏡観察を行うことができる。
【０００８】また請求項２に記載の電子内視鏡装置用プ
ロセッサによれば、上記制御手段は、検出手段によって
検出される振動波形における所定の位相を基準とした一
波長に対応する振動周期を計測する計測手段と、計測手
段によって計測された振動周期と所定の画像再生情報と
に基づいてディレイ量を算出する算出手段と、垂直同期
信号送信直後の振動波形における所定の位相検出時から
ディレイ量経過した時を、所定の発光指示タイミングと
決定するタイミング決定手段と、所定の発光指示タイミ
ングに対応して発光指示信号を発光手段に送信する送信
手段と、を有することができる。
【０００９】請求項２に記載の構成にすることにより、
振動波形の撮像のための発光ごとのディレイ量を該一波
長の周期に基づいて算出し、算出された周期に基づいて
発光指示タイミングを決定することが可能になる。
【００１０】請求項３に記載の電子内視鏡装置用プロセ
ッサによれば、上記算出手段がディレイ量を算出するた
めに用いる振動周期は、垂直同期信号送信直後の振動波
形における所定の位相検出時の直前の一波長に対応する
振動周期であることが望ましい。
【００１１】ここで、上記所定の画像再生情報として
は、たとえば振動波形における一波長分の徐々に位相の
ずれた画像を撮像して再生する時間であることが望まし
い（請求項４）。他にも、一回の発光ごとに撮像される
観察部位の位相変化量等が考えられる。
【００１２】請求項５に記載の電子内視鏡装置用プロセ
ッサによれば、所定の画像情報を、観察部位の振動波形
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の一波長を再生するために要する時間とした場合、ディ
レイ量をΔＴとすると、ディレイ量ΔＴは、
ΔＴ＝Ｔ

ｐｒｅ
×（Ｔｍ／Ｔｓ）×ｋ

で算出することができる。但し、Ｔ
ｐｒｅ
は、計測手段

によって計測された振動周期、ｋは、所定の発光から数
えたストロボ発光回数、Ｔｍは、垂直同期信号送信の一
周期、Ｔｓは、観察部位の振動一波長分の徐々に位相の
ずれた画像を撮像して再生する時間、をそれぞれ示す。
【００１３】さらに、上記所定の画像再生情報は、術者
が所望とするスロー再生画像が得られるように、術者自
身で任意に設定されることが望ましい（請求項６）。
【００１４】また、上記発光手段としては、ストロボ光
を発光するストロボ光源を使用することが望ましい（請
求項７）。ストロボ光を使用すれば、撮像時、短時間で
多くの光量を観察部位に照射させることが可能なため、
ぶれのない鮮明な画像を生成することができる。
【００１５】本発明は、観察部位が高速で振動する声帯
であるときにより高い効果を得ることができる（請求項
８）。
【００１６】
【発明の実施の形態】図１は本発明の実施形態の電子内
視鏡装置用プロセッサを備える電子内視鏡装置１００の
概略構成図である。電子内視鏡装置１００は、プロセッ
サ１００ａ、電子スコープ１００ｂとから構成される。
プロセッサ１００ａは、光源部１１０、メイン制御部１
２０、画像信号処理回路１３０及びフロントパネルスイ
ッチ１５０とを有し、マイク１４０、モニタ１６０が接
続される。スコープ１００ｂは、ＣＣＤ１７０、ライト
ガイド１８０とを有する。
【００１７】まず、観察部位を撮像する場合の電子内視
鏡装置１００の動作を概説する。なお、本実施形態の電
子内視鏡装置１００は、高速で振動する声帯を撮像、観
察するものである。撮像時、予め被検者の喉付近に固定
されたマイク１４０が、声帯の振動波形を発声された音
により検出し、検出信号としてメイン制御部１２０に送
信する。なお、より精細なスロー再生画像を観察可能に
するため、本発明にかかるプロセッサ１００ａを用いた
場合であっても、術者は被検者になるべく一定の音を連
続発声してもらうように協力してもらう。従って、マイ
ク１４０によって検出される声帯の振動波形が極端な変
化を伴うことはない。メイン制御部１２０は、波形を整
形した検出信号に同期させて、光源部１１０の発光制御
をする。本発明の特徴である、マイク１４０による声帯
の振動波形の検出や光源部１１０の発光制御に関して
は、後に詳述する。
【００１８】メイン制御部１２０の制御に基づいて、光
源部１１０内のストロボ光源１１から発光されるストロ
ボ光は、ライトガイド１８０内を導かれ、スコープ１０
０ｂの先端側の射出端１８０ａから観察部位に向けて照
射される。発光状態にあるとき、該先端に備えられてい
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るＣＣＤ１７０は、観察部位で反射された光を受光する
ことにより受光面に形成された光学像に対応する電荷を
蓄積し、画像信号処理回路１３０に蓄積電荷に基づく電
圧値（画像信号）として出力する。画像信号処理回路１
３０は、入力される画像信号に基づいて所定の処理を行
った後、画像信号をビデオ信号としてモニタ１６０に出
力する。モニタ１６０は、ビデオ信号に対応する画像を
表示する。
【００１９】なお術者は、フロントパネルスイッチ１５
０を操作して、スロー撮像と通常撮像との切り替えとい
った撮像方法の設定やスロー再生に関する設定、さらに
は撮像時の明るさ設定などを行うことが可能である。
【００２０】本明細書では、高速で連続振動している観
察部位（本実施形態では発声中の声帯）を術者が見やす
い適当な速度の動画として撮像する方法をスロー撮像と
いう。これに対して、観察部位および観察部位周辺の状
況を全体的に観察するために光を連続的に照射しながら
行う撮像方法を通常撮像という。通常撮像は、内視鏡の
スコープ１００ｂを安全確実に観察部位近辺に導入、ま
たは抜去する時に使用される。
【００２１】以下、電子内視鏡装置１００を使用して観
察部位である声帯をスロー撮像する場合のプロセッサ１
００ａの発光制御について詳説する。図２は、プロセッ
サ１００ａのメイン制御部１２０の中の発光制御に関わ
る部分のみを示したブロック図である。図３は、電子内
視鏡装置１００の撮像動作を示すタイミングチャートで
ある。図２に示すように、メイン制御部１２０は、検出
信号処理回路２１、計時部２２、演算回路２３、発光指
示回路２４を有する。
【００２２】図２に示すように、マイク１４０によって
声帯の振動波形が検出される。検出された振動波形は、
マイク１４０の検出信号（図３Ｂ）として検出信号処理
回路２１に送信される。連続発声している被検者の声帯
は、開放状態と閉塞状態との間を高速で振動する。図３
Ｂに示す振動波形は、山が開放状態を表し、谷が閉塞状
態を表す。
【００２３】検出信号処理回路２１は、受信する検出信
号をパルス整形処理により生成されたパルス信号を計時
部２２および発光指示回路２４に送信する。図３Ｃに整
形されたパルス信号を示す。計時部２２は、パルス信号
の立ち上がりの位相を基準とした一波長ごとに周期を常
時計測している。計時部２２によって計測された周期
を、図３Ｃ中、Ｔ１～Ｔｎに示す。本来、内視鏡観察中
は、被検者は常に一定レベルの音を連続発声しているこ
とが望ましいが、実際には人間にとって一定周波数（一
定周期）の音を発声しつづけることは不可能である。例
えば、図３Ｃに示す計時部２２によって計測されるパル
ス信号の周期をみていくと、Ｔ１～Ｔ６よりもＴ７以降
の方が短くなっているのがわかる。計時部２２によって
計測された各周期Ｔ１～Ｔｎに関するデータは、順次演
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算回路２３に送信される。
【００２４】術者は、スロー撮像を行う際、適宜フロン
トパネルスイッチ１５０を操作して、種々のスロー撮像
に関する設定を行う。術者が行ったスロー撮像に関する
設定のうち、声帯の振動一波長分の徐々に位相のずれた
画像を何秒（Ｔｓ秒）で撮像して再生するかというスロ
ー撮像による再生情報は、演算回路２３に送信される。
なお図３では、説明の便宜上、Ｔｓを垂直同期信号の４
周期期間である約0.14秒に設定し、その間に声帯の振動
一波長分の徐々に位相のずれた画像を4回撮像した状態
を示しているが、実際に術者が行うＴｓの設定は、垂直
同期信号（図３Ａ）の周期に対してきわめて長い値に設
定される。つまり、声帯の振動一周期に対して徐々にず
らす位相の量は、きわめて短く設定される。
【００２５】演算回路２３は、計時部２２から順次送信
される各周期Ｔ１～Ｔｎに関するデータおよびフロント
パネルスイッチ１５０によって行われる設定に基づい
て、ストロボ発光タイミングの位相が発光ごとに声帯の
振動波形の位相に対して所定量ずつずれていくようなデ
ィレイ量を算出し、発光指示回路２４に送信する。
【００２６】発光指示回路２４は、検出信号処理回路２
１から送信されるパルス信号の基準位相を検出すると、
該基準位相検出時から上記ディレイ量分経過後、ストロ
ボ光源１１に対して発光指示信号を送信する。発光指示
信号の送信タイミング、つまりストロボ光源１１の発光
タイミングを図３Ｄに示す。ここで基準位相とは、垂直
同期信号（図３Ａ）が送信された直後のパルス波形（図
３Ｃ）の立ち上がり時の位相を意味する。なお、スロー
撮像開始直後の第一回目の発光に関して、発光指示回路
２４は、基準位相に対して位相をずらす必要はない。従
って、このときの発光指示信号は基準位相検出に同期し
てストロボ光源１１に送信される（図３Ｄ中Ｌ１）。
【００２７】つまり、メイン制御部１２０は、スロー撮
像時、基準位相を検出すると基準位相の直前のパルス信
号の一波長に対応する周期（以下、ディレイ算出周期と
いう）に基づいて算出されたディレイ量に基づいて、基
準位相直後の一波長に対応する周期（以下、発光周期と
いう）内における発光タイミングを決定する。たとえ
ば、発光周期Ｔ６内で行われた発光タイミングＬ２（図
３Ｄ）は、ディレイ算出周期Ｔ５によって算出されたデ
ィレイ量ΔＴ５に基づいて決定される。同様に、発光周
期Ｔ１１で行われた発光タイミングＬ３はディレイ算出
周期Ｔ１０によって算出されたディレイ量ΔＴ１０に基
づいて決定され、また発光周期Ｔ１６で行われた発光タ
イミングＬ４はディレイ算出周期Ｔ１５によって算出さ
れたディレイ量ΔＴ１５に基づいて決定される。
【００２８】なお、演算回路２３にはＤＳＰ等が搭載さ
れているため、高速でのデジタル信号処理が可能になっ
ている。つまり、メイン制御部１２０内では、ディレイ
算出周期の計測終了後、直ちにディレイ量を算出する処
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7
理を行い、該ディレイ算出周期直後の発光周期内におい
て基準位相から該ディレイ量分経過後、発光指示信号を
ストロボ光源１１に送信することが可能になっている。
【００２９】ＣＣＤ１７０は、上記メイン制御部１２０
の発光制御によって発光されたストロボ光が観察部位を
照明している間だけ電荷を蓄積する。つまり、図３Ｄの
Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３・・・は、ストロボ光発光タイミング
であると同時にＣＣＤ電荷蓄積期間でもある。メイン制
御部１２０は、発光指示信号をストロボ光源１１に送信
すると略同時にＣＣＤ１７０に電荷読み出し信号を送信
する。発光指示信号の立ち下がりに同期した図３Ｅでの
立ち上がりが電荷読み出し信号送信時に該当する。ＣＣ
Ｄ１７０は、電荷読み出し信号を受信すると、上述した
ように、蓄積した電荷を画像信号として画像信号処理回
路１３０に送信する。図３Ｅ中×で示す領域が画像信号
送信時である。
【００３０】上記の撮像動作によって、一回のストロボ
光発光による撮像ごとに所定の位相ずつずれた形状の声
帯が撮像される。そして、モニタ１６０上においては、
撮像された画像が随時更新されるため、なめらかなスロ
ー再生画像が表示される。
【００３１】なお本実施形態では、上記のとおり、発光
する時の声帯の振動周期直前の振動周期（ディレイ算出
周期）によってディレイ量を算出している。そのため、
ディレイ算出周期と発光周期とが同一値である場合には
より最適に実施することが可能だが、両者が異なる値で
あっても、実用上何ら問題がないことを以下検証する。
一般的に成人男性の発声は、平均100Hz程度で、安定し
ない場合にはおよそ±10Hz前後の誤差が生じる。ここ
で、術者がＴｓ＝2（秒）と設定した場合を想定してみ
る。通常、モニタの一画面の周波数は30Hzであるため、
この2秒間で60回の撮像が必要となる。つまり、一回の
撮像あたりの振動位相のずれ量は略6°となる。この設
定下において、声帯の振動が100Hzである場合、一回の
撮像あたりの振動位相のずれ量略6°に対応する時間
（ディレイ量）は約0.167msecである。同様に、声帯の
振動が110Hzである場合、ディレイ量は約0.152msecであ
り、90Hzである場合、ディレイ量は約0.185msecにな
る。以上より、仮に、ディレイ算出周期が100Hzである
のに対して、発光周期が100±10Hzの場合でも、誤差は
±0.6°程度に過ぎない。つまり、たとえディレイ算出
周期と発光周期とが一定でなくとも、肉眼で観察時に違
和感があるようなフレーム落ち等の現象は発生せず、な
めらかなスロー再生画像がモニタ１６０上に表示され
る。
【００３２】次に図４、図５を参照しつつ、メイン制御
部１２０の発光制御に関する処理の具体的な一例を説明
する。図４は、上記の構成を有するメイン制御部１２０
がスロー撮像時に行う発光制御に関するフローチャート
である。
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【００３３】術者がフロントパネルスイッチ１５０を操
作することによって、スロー撮像が設定されると、メイ
ン制御部１２０内では、垂直同期信号が立ち下がったか
どうかを垂直同期信号立ち下がり同期フラグ（ＶＤフラ
グ）が立ったどうかで判断し（Ｓ１：ＹＥＳ）、かつＶ
Ｄフラグが立った直後のパルス波形の立ち上がりを検出
して（Ｓ２：ＹＥＳ）、発光指示回路２４から第一回目
のストロボ発光指示を行う（Ｓ３）。すなわち、スロー
撮像開始直後の第一回目のストロボ発光は、ディレイ処
理をかける必要がないため、基準位相に対応して行われ
る。
【００３４】Ｓ３で第一回目のストロボ発光が行われた
後、メイン制御部１２０は、垂直同期信号一周期中に一
回のみ発光が行われるように、ＶＤフラグをおろす処理
を行う（Ｓ４）。
【００３５】二回目以降の発光処理はＳ５の定型処理に
従って行われる。Ｓ５の定型処理は、術者によってスロ
ー撮像設定が解除されるまで繰り返される（Ｓ６：Ｎ
Ｏ）。図５は、発光制御中の定型処理に関するフローチ
ャートである。
【００３６】Ｓ５の定型処理中に垂直同期信号が立ち下
がると、図５Ａに示す割り込み定型処理が行われる。具
体的には、ＶＤフラグを立てる処理が行われる（Ｓ６
０）。
【００３７】またＳ５の定型処理中にパルス信号が立ち
上がると、以下に説明するような図５Ｂに示す割り込み
定型処理が行われる。なお図５Ｂ中、カウンタＡは計時
部２２内に設けられ、声帯の振動周期を計測するもので
ある。また、カウンタＢは発光指示回路２４に設けら
れ、パルス信号立ち上がり（基準位相）時からのディレ
イ量を計測するものである。
【００３８】パルス信号が立ち上がると、カウンタＡ
は、前回のパルス信号立ち上がり時から今回のパルス信
号立ち上がり時までのカウント値Ｔ

ｐｒｅ
を演算回路２

３に送信する（Ｓ５１）。そして、カウンタＡ、カウン
タＢともにカウント値をリセットし、再度カウントし始
める（Ｓ５２）。
【００３９】続いて、メイン制御部１２０では、ＶＤフ
ラグが立っているかどうかを判断する（Ｓ５３）。ＶＤ
フラグが立っていない場合、パルス信号立ち上がり検出
による割り込み定型処理は、終了する（Ｓ５３：Ｎ
Ｏ）。ＶＤフラグが立っていれば（Ｓ５３：ＹＥＳ）、
演算回路２３においてディレイ量ΔＴ

ｐｒｅ
を算出する

処理が行われる（Ｓ５４）。
【００４０】Ｓ５４において、ディレイ量ΔＴ

ｐｒｅ
は、以下のようにして算出される。

ΔＴ
ｐｒｅ
＝Ｔ

ｐｒｅ
×（Ｔｍ／Ｔｓ）×ｋ

但し、Ｔ
ｐｒｅ
は、ディレイ算出周期、ｋは、ストロボ

発光回数、Ｔｍは、モニタ１６０の一画面の周波数の逆
数、つまり垂直同期信号送信の一周期、Ｔｓは声帯の振
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動一波長分の徐々に位相のずれた画像を撮像して再生す
る時間、をそれぞれ示す。なお、ストロボ発光回数ｋ
は、発光指示信号をストロボ光源１１に送信する都度、
発光指示回路２４から演算回路２３に出力されている、
第一回目の発光から数えて何回目の発光であるかを示す
整数値データであり、例えば二回目の発光については、
ｋ＝１となる。
【００４１】Ｓ５４によって算出されたディレイ量ΔＴ

ｐｒｅ
は、続いてＳ５５でディレイ算出周期Ｔ

ｐｒｅ
と

比較される。ディレイ量ΔＴ
ｐｒｅ
がディレイ算出周期

Ｔ
ｐｒｅ
よりも小さい場合には、その値がそのまま発光

指示回路に設定される（Ｓ５５：ＮＯ）。しかし常に基
準位相からの一周期内に撮像が行われるようにするた
め、ディレイ量ΔＴ

ｐｒｅ
がディレイ算出周期Ｔ

ｐｒｅ

以上の場合（Ｓ５５：ＹＥＳ）には、Ｓ５６でディレイ
量ΔＴ

ｐｒｅ
は０と決定され、発光指示回路２４に設定

される。
【００４２】発光指示回路２４内では、設定されるディ
レイ量ΔＴ

ｐｒｅ
に基づいてカウンタＢがカウントを行

っており（Ｓ５７）、カウント値がディレイ量ΔＴ

ｐｒｅ
以上になると（Ｓ５７：ＹＥＳ）、発光指示信号

をストロボ光源１１に送信する処理が行われる（Ｓ５
８）。その後、Ｓ４と同様にＶＤフラグをおろして（Ｓ
５９）、パルス信号立ち上がり検出による割り込み定型
処理は終了する。以上がメイン制御部１２０内での発光
制御の具体的一例の説明である。
【００４３】なお術者が通常撮像を設定した場合、制御
部５０は、声帯の振動周期とは関係なくストロボ光源１
１からストロボ光を連続的に発光させる。これにより、
観察部位の動画像が撮像される。
【００４４】以上が本発明の実施形態である。本発明は
これらの実施形態に限定されるものではなく趣旨を逸脱
しない範囲で様々な変形が可能である。
【００４５】上記実施形態では、術者は、フロントパネ
ル１５０を操作して、画像のスロー再生に関する情報を
設定しているが、該情報は、声帯の振動一波長分を再生
する秒数に限定されるものではない。たとえば、一回の
発光ごとに撮像される観察部位の位相変化量であっても
よい。
【００４６】また、上記実施形態では、発光周期に対応
する、より精度の高いディレイ量を算出するために、基
準位相直前の一波長に対応する周期をディレイ算出周期
としている。従って、振動がさほど高速ではなく、該振
動の波形がさほど大きく乱れないような観察部位に限定
して使用するプロセッサであれば、基準位相直前の一波
長に対応する周期をディレイ算出周期としなくてもよ
い。このようなプロセッサであれば、高速処理も行う必
要もないため、その分装置の低廉化をはかることができ*
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*る。
【００４７】上述した実施形態では、連続発声中の声帯
が観察部位であると仮定して説明したが、本発明にかか
る電子内視鏡装置用プロセッサは、声帯を撮像するとき
のみ使用されるものではない。例えば、鼓動を続ける心
臓等、他の振動する部位を撮像するときにも使用するこ
とができる。声帯以外の振動する部位を撮像するとき、
場合によっては、マイク１４０以外の他の振動検出手段
を用いることができる。
【００４８】さらに本実施形態ではストロボ光源１１を
使用しているが、キセノン光源等の通常光源とスリット
板とを使用して擬似的にストロボ光を生成する構成にし
てもよい。
【００４９】
【発明の効果】このように本発明の電子内視鏡装置用プ
ロセッサは、検出手段によって実際に検出される観察部
位の振動波形に基づいて算出されるディレイ量を用いて
発光制御を行う構成にすることにより、振動波形が一定
ではない観察部位をなめらかなスロー再生画像として撮
像し、観察することができる。
【００５０】また、本発明を使用することにより、一度
に複数の被検者の観察部位を観察する場合であっても、
各被検者の観察部位に対応した設定等を行うことなく、
迅速かつ効率よくなめらかなスロー再生画像を観察する
ことが可能にもなる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態の電子内視鏡装置の概略構成
図である。
【図２】本発明の実施形態のプロセッサのメイン制御部
を示したブロック図である。
【図３】本発明の実施形態の電子内視鏡装置の撮像動作
を示すタイミングチャートである。
【図４】メイン制御部がスロー撮像時に行う発光制御に
関するフローチャートである。
【図５】メイン制御部がスロー撮像時に行う発光制御に
関するフローチャートである。
【符号の説明】
１００    電子内視鏡装置
１００ａ    プロセッサ
１００ｂ    電子スコープ
１１    ストロボ光源
１２０    メイン制御部
２１    検出信号処理回路
２２    計時部
２３    演算回路
２４    発光指示回路
１７０    ＣＣＤ
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